






図版 22　壕 4・東側壁面（奥側）

図版 21　壕 4・東側壁面（壕口側）
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図版 23　壕 4・西側壁面に残る掘削部分

図版 24　壕 4・壕掘削時のノミ痕
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第４章　まとめ

　今回報告を行った国仲砂川の壕は、国仲集落の西方 400 ～ 600m の場所に位置し、点在する小規模な丘陵の裾

部や中腹部を掘り込んで構築されており、総計４基の壕で構成される。今回の報告において特筆すべきは、４

基の壕の内の３基が類似した形態をなし、聞き取り調査や戦史資料などから独立混成第 59 旅団 ( 以下、第 59

旅団 )に関連する壕であることが確認されたことにある。

　類似する３基の壕の形態は、壕口部分において、壕口の幅が 2.7 ～ 3.0m なのに対し、奥に進むにつれその壕

幅が広くなるハの字形の形態をなし、そこから壕口の幅が約 3.2m にせばまって直線的にのびる壕の形態をなし

ている。そのため平面形態は、矢印のような形態をなしている。断面でみると、壕口のハの字型をなす部分は、

現在の地表部から約 3m ほど地下へゆるやかに下りながら構築され、直線部分はフラットになる。壕１のみ、こ

の直線部分から、通行を目的としたと考えられる通路がもう一つの壕口へとさらにつながっている。各壕の壁

面には、柱の設置を目的としたと考えられる半月状のくぼみが蛇腹状に掘り込まれている。これらの掘り込みは、

それぞれの間隔が１m 未満と非常に密に作られている。また、蛇腹部分も含めた壁面の表面は、石灰岩の凹凸が

著しく粗雑な造りの感をうける。このような蛇腹状の形態は、柱の設置を目的に構築されていると考えられるが、

他の壕の状況をみると、柱間の距離は２m 前後で、本壕の距離間は非常に密に設置されているといえる。しかし

本壕においては、縦列の柱の上部にも梁を設置したことをうかがわせるような掘り込みも確認されており、従

来の事例には見られない形態もみてとれる。なお、いずれの壕においても遺物の出土はみられなかった。　　　

　　聞き取り調査では、今回壕が確認された場所一帯で、榴弾砲１基が設置されていたのを目撃したとの情報

が得られている。戦史資料や沿革誌などから、国仲集落内の伊良部国民学校には、第 59 旅団が駐屯していたこ

とが確認される。第 59 旅団は、空襲が激化する状況を受け、昭和 20 年３月 27 日に本部を伊良部国民学校から

国仲美里～砂川に移している。これらの状況から、今回報告を行った国仲砂川の壕は、第 59 旅団との関連性が

非常に高いといえる。

　また、榴弾砲という観点からは、第 59 旅団隷下の部隊であった野戦重砲兵第１連隊第１大隊の第１中隊 ( 以

下、野重第１中隊 ) との関係性を考える必要がある。同隊は 96 式 15 糎榴弾砲を２門有していたと考えられる。

野重第１中隊は、牧山陣地壕においても 96 式 15 糎榴弾砲を設置していたと考えられ、牧山と国仲砂川の両地

域において 96 式 15 糎榴弾砲を設置したかについては、今後の検討を必要とするが、第 12 図にみられるように

３つの壕内に 96 式 15 糎榴弾砲を格納することは可能であり、設置時における開脚した脚の形態がハの字形を

なす点においても、壕の形態との整合性はとれるといえる。

　宮古島市内において、96式15糎榴弾砲が設置された壕として下里添の野戦重火器秘匿壕が報告されている(宮

古島市教育委員会 2016)。下里添の野戦重火器秘匿壕においては、脚を固定するための掘り込みが壁面部に確認

され、柱は有しておらず、壕の形態的な特徴に相違がみられる。国仲砂川の壕が 96 式 15 糎榴弾砲を格納、設

置していたかについては今後も検討を必要とする。なお、第 59 旅団歩兵大隊においては、41 式山砲、94 式 37

粍速射砲を、同砲兵隊は、迫撃砲を有していたことが確認できる (瀬名波 1975)。

　もう１基の壕２については、幅が 1.0m、奥行き 13.9m の直線的な壕である。この壕の用途としては、前述し

た３基の壕の構築などに従事した人員や、利用部隊の緊急避難が考えられる。

　これらの状況から、国仲砂川の壕は、第 59 旅団に関連する壕であった可能性は非常に高く、伊良部地区内に

おける旧日本軍の展開を考えるうえで重要な意味を有する壕である。伊良部地区における本格的な戦争遺跡の

記録保存調査は、今回が初例となるが、近年の伊良部地区における開発工事の増加の傾向から、このような調

査事例が増えることが推察され、伊良部地区における太平洋戦争時の状況を考える上で戦争遺跡の発掘調査の

果たす役割は大きなものがあるといえる。
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